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「味豊か、甘味幸せ、下妻の梨」 

 

 

 

 

 

下   妻   市 
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下妻市の農業の概況 

 

１．下妻市の概要 

下妻市は、茨城県南西部、東京から約60㎞圏に位置し、

北は筑西市、南は常総市、東は筑波研究学園都市と筑西市、

西は結城郡八千代町にそれぞれ隣接しています。 

緑と水に恵まれた田園都市で、総面積は80.88平方キロ

メートルで、正方形に近い矩形をしています。その大半は、

比較的肥沃な土地で形成され、中央に砂沼、東に小貝川、

西に鬼怒川と水資源も豊かです。温暖な気候にも恵まれ、

古来から農業と河川を利用した水運に支えられて発展し

てきました。現在は、国道 125号線を東西軸、国道 294

号線を南北軸として基幹交通網が形成されており、南北に

走る関東鉄道常総線には下妻駅ほか３駅が設けられてい

ます。 

下妻市は、昭和29年4月１日に下妻町と大宝村、騰波

ノ江村が、6月1日に上妻村、総上村、豊加美村、高道祖

村が合併し市政が施行され、平成18年1月1日、結城郡

千代川村と合併し、現在に至っております。          

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 2

２．農業の特徴 

水稲を軸に、果樹（梨等）・野菜（スイカ、白菜等）・畜産（養豚・肉用牛等）を組み合わせた複合経営が主

体となっている。主に、北部地区は、茨城県青果物銘柄産地の指定を受けた「梨」、市の南西部は、スイカ、

白菜等の野菜の栽培が盛んであり、南東部地区では、カントリーエレベーターを核とした土地利用型農業が展

開されている。 

養豚は、かつて日本一の飼養頭数であり、現在でも約４万頭が飼養されている。近年は、環境対策として、

ふん尿処理施設の導入並びに、悪臭・ハエ等の対策に取り組み、「住農混在化」の進んだ地域の市民生活に配

慮した畜産経営の確立を目指している。            

食への「安全・安心」が各方面から期待されている今日、自然循環型農業（食品残渣を堆肥化）が注目され

ており、実践する団体が活躍している。一方、地元で生産された農産物を利用した地ビール・納豆・ハム・ソ

ーセージ等の農産加工品の開発に取り組むとともに、「道の駅」や「やすらぎの里」の農産物直売所への出荷

により「地産地消」を推進している。 
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水稲・コシヒカリ 養豚 

スイカ 梨・幸水 
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３．土地の概況 

単位：ha 

総土地面積   耕  地  面  積  

８，０８８ 

田 

 

畑 

 

樹園地 

 

    計 

  

2,417 533 152 3,102 

※資料：2015年 農林業センサス) 

 

 

 

４．農家戸数の概況 
                                               単位：人・戸 

 ２０１０年 ２０１５年 

農家世帯員数 7,424       5,260 

総 農 家 数 1,685       1,278 

専兼業農家数 

専業 １種兼業 ２種兼業 専業 １種兼業 ２種兼業 

250 281 1,154 278 178 822 

※資料：2010,2015年 農林業センサス。農家世帯員数、総農家数は、自給的農家は含まない 

 

 

５．年齢別の農業経営者数 

単位：歳・人 

区分 

 

14以下 15～19 30～39 40～49 50～59 60～64 65以上 計 

農業経営

者数 

 

― 

 

3 

 

14 

 

71 

 

234 

 

265 

 

691 

 

1,278 

※資料：2015年 農林業センサス) 

 

 

６．農業経営基盤強化促進法による利用権設定の概況 

平成２７年度 平成28年4月1日現在

設定面積 借り手 新規 更新 

３６５人 ３０４．９ha ７５．９ha １，０８０．０ha 
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７．生産調整の概況 

 

【生産調整の実施状況】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ブロックローテーション面積推移】  

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和62年に県営ほ場整備事業高道祖地区の事業完了に伴い、市内で初めてブロックローテーション

による集団転作が実施された。以降、平成2年度に新堀地区、平成13年度に木田川地区と騰波ノ江地

区、平成20年度よりは大宝地区で実施されている。転作作物は1作目に小麦、2作目に大豆もしくは

そばが生産されている。 

平成23年度より実施した大宝沼地区では畜産業者と連携し飼料用米を作付している。 

 

 

   

 

 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

生産目標数量 １１，３１８ t １１，０４９ｔ １０，９２８ｔ 

生産実績数量 １０，８９７ t １０，７７８ｔ １０，２６２ｔ 

作  付  率 ９６．２％ ９７．５％ ９３．９％ 

年 度 高 道 祖 新 堀 木 田 川 騰波ノ江 大 宝 大 宝 沼 合 計 

25年度 61.09ha 8.80ha 15.79ha 95.11ha 21.88ha 27.09ha 229.76ha 

26年度 60.90ha 9.49ha 15.29ha 93.44ha 34.80ha 27.71ha 241.63ha 

27年度 72.83ha 9.20ha 19.38ha 100.52ha 30.89ha 33.09ha 265.91ha 
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８．認定農業者の概況 

【認定農業者の地区別営農部門別一覧表】 

平成２８年１１月１日現在 

単位：経営体 （ ）は内法人数 
 

      地区名 

営農部門  

下  
 

妻 

大  
 

宝 

騰
波
ノ
江 

上  
 

妻 

総  
 

上 

豊 

加 

美 

高 

道 

祖 

宗  
 

道 

大  
 

形 

蚕  
 

飼 

そ 

の 

他 

計 

水 稲 
９ 

 

２１ 

 

８ 

 

３２ 

（１） 

２１ 

（１） 

３３ 

（２） 

１５ 

 

４９ 

 

８ 

 

１５

（１） 

１ 

（１） 

２１２ 

（６） 

果 樹 
０ 

 

１０ 

 

１０ 

 

２９ 

 

０ 

 

１ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

５０ 

 

施 設 
０ 

 

２ 

 

０ 

 

５ 

（２） 

１ 

 

３ 

 

０ 

 

３ 

 

１５ 

 

０ 

 

１ 

 

３０ 

（２） 

畜 産 
２ 

 

２ 

（１） 

７ 

（２） 

８ 

（２） 

２ 

（１） 

２ 

（１） 

１ 

 

２ 

 

１ 

（１） 

0 

 

０ 

 

２７ 

（８） 

合 計 
１１ 

 

３５ 

（１） 

２５ 

（２） 

７４ 

（５） 

２４ 

（２） 

３９ 

（３） 
１６ ５４ 

２４ 

（１） 

１５ 

（１） 

２ 

（１） 

３１９ 

（１６） 

 

農業後継者、家族経営協定数 

農 業 後 継 者 （人） 家族経営協定

（組） 

男 女 計  

34 

H28.11.1現在  

455 

 

36 

 

491 

※資料：2015年 農林業センサス) 

 

無人ヘリコプターによる小麦の赤カビ防除作業 


